
令和 4年度県下高等学校剣道大会兼第３２回全国高等学校剣道選抜大会県予選会 実施要項 

 

 １ 大会名  令和４年度熊本県下高等学校剣道大会第３２回全国高等学校剣道選抜大会県予選会 

２ 主 催  熊本県高等学校体育連盟・熊本県教育委員会 

３ 後 援  熊本県剣道連盟 

４ 主 管  熊本県高等学校体育連盟剣道専門部 

 ５ 期 日  令和５年１月１４日（土）から令和５年１月１５日（日） 

 ６ 会 場  山鹿市総合体育館  

 ７ 競技種目 剣道競技（団体戦） 

 ８ 競技日程 令和５年１月１４日（土）男子団体 ９時３０分開会 

        令和５年１月１５日（日）女子団体 ９時３０分開会 

        ※両日ともに８時より受付、９時１０分より審判会議を行います。１７時終了予定です。 

 ９ 競技規則・試合方法 

（１） 試合は全日本剣道連盟の「試合及び審判規則」ならびに全国高体連申し合わせ事項、本大会の実施要項に 

基づいて行う。ただし、「新型コロナウイルスが収束するまでの暫定的な試合・審判法」によって行う。 

 （２） 団体戦は男子・女子ともに県下新人大会の上位８チームをシードし、勝者数法によるトーナメント方式、 

上位４校の決勝リーグ戦を行う。 

    （３） 試合は３本勝負。試合時間は４分間。時間内に勝敗が決まらないときは引分とする。 

    （４） 勝者数・総本数とも同数の場合は代表戦（任意）1本勝負で勝敗を決する。 

        ※全国高体連申し合わせ事項に準じて、「休息」「休憩」を設ける。 

延長戦は、２回毎に「休息」「休憩」を入れる。 

「休息」・・・立礼の位置まで下がらせて深呼吸させる。 

「休憩」・・・選手を選手席に戻し、面を外させ給水させる。試合開始までは４分程度を目途とする。 

    （５） 登録選手によるオーダーの変更は試合ごとに認める。オーダー表は、試合ごとに各試合場の審判主任へ、前の 

試合の次鋒戦終了時までに提出する。但し、第1試合のオーダー表は、開会式終了後、直ちに各試合場審判主 

任へ提出する。なお、勝上がりによって、前試合次鋒戦までの提出が困難な場合は、考慮する。 

（６） 選手は、面マスク（鼻まで隠れるもの）とシールドの両方を着用すること。また、面を外しているときも常にマスクを   

着用すること。面マスク・シールドが未着用の場合は（選手同士の貸し借り厳禁）、当該選手は負けとする。 

（７） 大会までに全剣連のガイドラインが変更になった場合には、新しいガイドラインに準じて競技規則の変更もありうる。 

 10 参加資格 

（１） 選手は、学校教育法第1条に規定する高等学校に在籍する生徒であること 

（２） 本連盟加盟校の生徒で当該競技要項により参加の資格をえたもの。 

（３） 年齢は、平成１６年４月２日以降に生まれた者とする。                              

        ただし、出場回数は同一競技２回までとし、同一学年での出場は1回限りとする。 

         第１学年及び第２学年、またはそれに相当する学年に在籍する生徒とする。 

（４） チーム編成において、全日制課程、定時制課程、通信制課程の生徒の混成を認めない。 

 （５） 広域通信制高等学校の参加にあたっては、以下のとおりとする。 

  ア  広域通信制の高等学校の加盟にあたっては、全国高等学校体育連盟が示す「広域通信制高等学校及び 

連携校等の都道府県高体連加盟への加盟について（平成２６年５月２０日全面改定）」を適用する。 

     イ  大会の参加は原則として、熊本県高等学校体育連盟定時制・通信制総合体育大会とする。 

ウ  運動部活動が教育活動の一環として、日常継続的に顧問教員の指導のもとに適切に行われており、 

活動時間帯等の運営が適切であること。 

     エ  ウに伴い全日制大会参加の特例として、運動部活動が可能な学校に在籍し、かつ日常的に県内で練習等の活動が行われ

ていること。 

（６） 複数校合同チームによる大会参加 

ア  再編・統合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 

イ  少子化に伴う部員不足による複数校合同チームの大会参加は、別途に定める 

「複数校合同チームの大会参加規程」に従う。 

    （７） 転校後６ヶ月未満の生徒の参加は認めない。（外国人留学生もこれに準ずる）。ただし、一家転住等やむを得ない事情で 

ある場合は、高体連会長の承認があればこの限りではない。 



    （８） 参加選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする。 

    （９） 参加選手は、必ず同意書を提出させる。同意書（別紙１－１）は各学校で保管すること。 

    （10） その他の事項については、全国高等学校体育連盟規定、九州高等学校体育連盟規定の参加基準に準ずる。 

    （11） 参加資格の特例 

         ア 上記（１）に定める生徒以外で、（２）～（６）の大会参加資格を満たし、かつ、県高体連が承認した生徒 

を「大会参加資格の別途に定める規定」に従い、大会参加を認める。 

         イ 上記（３）のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技２回 

限りとする。 

         ウ 学年の区分を設けてある課程に在籍する生徒の出場は、２学年までの年齢１８歳未満の者に限る。 

（同一学年の参加は同一競技、1回限り） 

（12） メンバー不足であっても、３名以上であれば出場できる。出場権を獲得できれば、全国選抜大会も出場できる。 

※この場合、４名の場合は次鋒を空ける。３名の場合は次鋒・副将を空けること。 

11 参加制限 試合の部（男子・女子団体） 監督1人・選手３名から７名 

12 引率・監督 

（１） 引率責任者は当該校の教員とする。 

（２） 監督、コーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合はスポーツ安全保険（傷害、賠償責任保険等）に 

必ず加入することを条件とする。 

13 個人情報の取扱い 

   本大会の参加申込書等によって取得した個人情報の取扱いについては、「熊本県高等学校体育連盟個人情報保護方針に基づき取り 

扱う。なお、参加申込書の提出をもって、これらの取扱いに関して参加者生徒及びその保護者の承諾を得たものとして対応する。 

（１） 参加申込書に記載された個人情報の取扱い 

   ア 大会プログラムへ掲載する。 

イ 競技場内でのアナウンス等による照会・コールすることがある。 

ウ 競技場内外の掲示板等に掲示されることがある。 

（２） 競技結果（記録）等の取扱い 

ア 熊本県高等学校体育連盟ホームページで公開することがある。 

イ 大会報告書、熊本県高等学校体育連盟年報、熊本県高等学校体育連盟周年記念誌へ記載することがある。 

ウ 報道機関等の取材により、新聞等メディアで公開されることがある。 

14 参加申込 令和４年１２月２７日（火）正午まで。期日、時間厳守のこと。 

申込書の様式が変更されています。熊本県高等学校体育連盟よりダウンロードしてご活用ください。 

※感染症対策のため、提出様式が多く早めの準備をお願いします。 

（１） 参加申込書・参加生徒一覧の提出 

（２） 申込みの際に入力したエクセルファイルを、１２月２７日（火）までに、次のアドレスまで送信して下さい。 

ファイル名は必ず各学校名に変更すること。なお、その際にはファイル名に下記の要項ｐ3 の学校番号を明記してく

ださい。 

 例：01（済々黌）男子申込み（ アドレス：h.harakawa.v11@ymail.ne.jp） 

15 申込先  〒８６０－０８６３  熊本市中央区坪井4-15-1  必由館高等学校  原川博光まで 

        電話 ０９６－３４３－０２３６    ※ ＦＡＸでの申込は受付けない。 

 16 抽選日  令和５年１月１０日（火） １３時００分 専門委員会にて実施。 

（新人戦ベスト８をシード） 

※なお、組み合わせについてはメールで送付しますが、メールアドレスを連絡されてない学校は８４円切手を貼った 

封筒を、申込の際に同封してください。後日送付します。 

 17 参加料  

（１） 加盟校    ５００円 × エントリー人数 

（２） 非加盟校 １，０００円 × エントリー人数 

ア 納入方法は、学校毎にとりまとめ、加盟校及び非加盟校とも参加申込と同時に最寄りの肥後銀行で 

下記口座に振り込むこと。 
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イ 払込先 

肥後銀行 菊池支店 普通預金 

（店番号）２１４ （口座番号）１８６９４５０ 

（加入者名）熊本県高等学校体育連盟 剣道専門部 

      専門委員 緒方 有希 

  

18 その他 

（１） 高体連の申し合わせ事項を守ること。 

申し込み後選手に欠員が出た場合、専門委員会の承認があれば補欠の補充を認める。 

（２） 全国選抜大会への出場資格（前年度高校総体の結果で、本県の出場枠が男子２校、女子に２校が出場枠） 

男女団体戦の出場資格を得た学校は、３月下旬に開催される愛知県春日井市での全国選抜大会へ出場する。 

（３） オーダー表については、競技規則（５）のとおりであるが、オーダー表の記入については、監督が行うものとする。 

※用紙（広用紙）は、試合分を各学校で準備ください。 

（４） 各チームは赤白の目印を持参する。 

（５） 弁当殻、空き缶、空き瓶、ゴミくず等の後始末を各学校の監督の責任において必ず済ませて帰ること。 

また、会場内外にビニールシートを敷くことを、厳重に禁止する。各校指導徹底をお願いする。 

※会場は山鹿市総合体育館で両日とも７：００開門、８：００開館とする。開門までの時間は入口左側の公園駐車場 

で待機することを厳守してください。道路にはみ出しての待機は厳禁。また、裏門も同様である。 

19 感染拡大防止に係わる連絡事項 

（１） 監督・顧問、選手、入場が認められた部員ならびに教職員しか体育館フロア内に入ることはできない。また、体育館内 

の入場は制限を行い、IDカードを発行された者のみ入場を許可する。今後変更があればメールにて連絡する。 

（２） 観客席は、「密集」、「密接」を避けるため、各学校の参加人数に応じて専門部で指定し、後日メール配信する。 

（３） 更衣室については「密集」、「密接」を避けること。試合前後のミーティング等においても三つの密を避けること。 

（４） 新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況等によっては、大会を中止する場合もある。 

（５）  全ての来場者はマスクを着用すること。他の参加者との距離（２ｍ以上）を確保し大きな声での会話・応援はしない。 

（６）  選手は競技をしていないときも必ずマスクを着用すること。 

（７）  体育館の出入り口や各試合場には消毒液を設置する。トイレには消毒液・石鹸・ペーパータオル等を設置する。会場内 

に感染拡大防止のための表示を行い、施設や用具は適宜消毒を行う。空調使用中も適宜換気を行う。 

（８）  水分補給等の飲料については、各自で水筒などを準備すること。ゴミは各自で持ち帰ること。 

（９）  メディア関係者は会場入り口で感染防止チェック及び入場者名簿の記入を行う。必ず検温して発熱者（37.5℃以上） 

及び体調不良者の入場は断る。また、取材は指定の場所で行い、２ｍ以上の間隔をとること。 

（10）  大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発生した場合は、主催者に対して速やかに濃厚接触者の有無等 

について報告すること。 

学校番号 

番号 学校名 番号 学校名 番号 学校名 番号 学校名

1 済々黌 21 大津 41 人吉五木 61 熊本国府

2 熊本 22 翔陽 42 球磨工業 62 マリスト
3 第一 23 阿蘇中央 43 球磨中央 63 ルーテル
4 第二 24 小国 44 南稜 64 信愛
5 熊本商業 25 高森 45 天草 65 熊本中央
6 熊本工業 26 御船 46 天草倉岳 66 文徳
7 熊本農業 27 甲佐 47 天草工業 67 八代白百合
8 熊本西 28 矢部 48 天草拓心 68 秀岳館
9 湧心館 29 宇土 49 上天草 69 玉名女子
10 熊本北 30 松橋 50 牛深 70 有明
11 東稜 31 小川工業 51 必由館 71 菊池女子
12 岱志 32 八代 52 千原台 72 専修大玉名
13 玉名 33 八代工業 53 九州学院 73 城北
14 北稜 34 八代東 54 鎮西 74 くまもと清陵
15 玉名工業 35 八代清流 55 真和 75 勇志国際
16 鹿本商工 36 八代農業 56 開新 76 熊本高専熊本
17 鹿本 37 八代農業泉 57 熊本学園 77 熊本高専八代
18 鹿本農業 38 水俣 58 東海大星翔
19 菊池 39 芦北 59 尚絅
20 菊池農業 40 人吉 60 慶誠  


